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プライム市場上場維持基準の適合に向けた計画に基づく進捗状況について 

 

当社は、2021年12月23日にプライム市場の上場維持基準への適合に向けた計画書を提出し、その内

容について開示しております。2023年３月31日時点における計画の進捗状況等について、下記の通り

作成いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

１．上場維持基準の適合状況及び計画期間 

当社の移行基準日（2021年６月 30日）時点においては、プライム市場の上場維持基準のうち、「流

通株式時価総額」について基準を充たしておりませんでしたが、その後、計画書に基づき改善を実施

してまいりました結果、2023年３月 31日時点において、プライム市場の上場維持基準の全ての項目

で基準に適合いたしました。 

 流通株式数 

（単位） 

流通株式時価総額 

（円） 

流通株式比率 

（％） 

当社の適合状況 

及びその推移 

2021年６月30日時点 

（移行基準日時点） ※１ 
140,220 6,986,432,432 59.8 

2023年３月31日時点 ※２ 162,576 15,255,329,281 69.3 

上場維持基準 20,000 10,000,000,000 35.0 

2022年12月31日時点の適合状況 適合 適合 適合 

※１ 当社の適合状況は、東証が基準日時点で把握している当社の株券等の分布状況等を基に算出

を行ったものです。 
※２ 当社から東京証券取引所に提出した株券等の分布状況表に基づいて、東京証券取引所が審査

を行った結果、基準日（事業年度の末日等）での上場維持基準への適合が確認されました。 
 

２．上場維持基準の適合に向けた取組の実施状況及び評価 
（１）上場維持基準の適合に向けた取組の実施状況 

当社は、2021 年 12 月 23 日に開示した「新市場区分の上場維持基準の適合に向けた計画書」に

基づき、以下の通り取り組みました。 
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【上場維持基準の適合に向けた基本方針】 

①１株当たりの当期純利益を高め、株価の上昇を目指します。 

②中期経営計画の達成により収益性を向上させ、自己資本利益率（ROE）を高め、企業価値を向上

させることにより株価の上昇を目指します。 

 

⇒スポーツ用品セグメントのゴルフ用カーボンシャフト部門において、さらなるシェアの拡大に向

け、市場やお客様の声を取り入れた製品開発に取り組んでまいりました。その結果、米国モデル

『VENTUS』シリーズ、日本モデル『SPEEDER NX』シリーズの主力モデルを中心に好調な販売が続い

ており、スポーツ用品部門は過去最高益を更新しました。 

主力の工業用品部門については、自動車の電動化市場へのアプローチを強化するために NEP（次

世代自動車）推進室を設置し、市場ニーズに応える技術開発及び拡販に注力しております。 

また、2022 年６月にはテクノロジーサービス社を子会社化し、設備の自動化・省人化に取り組

み、生産性向上に努めてまいります。 

 

③新株予約権の発行と自己株式取得を組み合わせることで、流通株式時価総額を向上させることを

目指します。 

④前述の資本政策により第 6 次中期経営計画に掲げた諸施策実行のための資金調達を実現し成長

投資を着実に進め、中期経営計画の達成を目指します。 

 

⇒当社は 2021年 12月より、自己株式の取得と新株予約権の発行を組み合わせたスキームに取り組

んでまいりました。新株予約権の発行以来、株価の上昇に応じて漸次的に新株予約権の行使がなさ

れた結果、流通株式比率が向上いたしました。 

 

⑤株主や投資家向けの IR活動を強化してまいります。 

 

⇒IR 活動については、機関投資家様向けに決算説明会を年に２回実施し、また個別面談の実施お

よびホームページ上にアーカイブ動画を掲載するなど新しい取り組みも行ってまいりました。また、

分かりやすい情報発信に努めるため、IR サイトの刷新を図るなど、投資家様に対し投資判断に必

要な企業情報などを適宜発信してまいりました。 

 
（２）上場維持基準の適合に向けた取組に対する評価 

以上の各種施策の実行などにより流通株式比率並びに株価は上昇し、東京証券取引所の定める上

場維持基準における、流通株式時価総額 100億円を上回りました。 
 
３．今後の課題と取組内容 
当社は、「流通株式時価総額」の基準適合に向けて各種施策を実施した効果もあり、2023年３月 31

日時点における「流通株式時価総額」を充たすことができましたが、今後も安定して上場維持基準を

充たすことができるよう、中期経営計画に基づき、持続的な成長と中長期的な企業価値の向上に繋が

る施策を実施してまいります。 

 
以上 


